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『尼崎市立歴史博物館』10 月 10 日（土）開館 

～原始・古代から近・現代まで、約 300 点の歴史遺産を常設展示～ 

【取材案内】10月５日(月)報道関係者向け内覧会も実施します 

  

尼崎市は、10月 10日に『尼崎市立歴史博物館』（所在地：尼崎市南城内）を開館します。昭和

13年に旧尼崎市立高等女学校の校舎として建てられた歴史的建造物のリニューアル工事が完了し、

新たに博物館として生まれ変わりました。 

「尼崎の歴史文化に学び、未来に向けた新たな活動が生まれる拠点」を理念に、本市の原始・古

代から現代まで約 300点の歴史遺産を常設展示します。 

開館に先立ち、10月５日には報道関係者向け内覧会を実施しますので、ぜひ、ご取材ください。 

 

 

１ 施設概要 

施 設 名 称：尼崎市立歴史博物館 AMAGASAKI CITY MUSEUM OF HISTORY 

※博物館法に基づく登録博物館 

所 在 地：尼崎市南城内 10番地２（現 尼崎市立文化財収蔵庫 所在地） 

開 館 時 間：午前９時から午後５時まで（入館は閉館の 30分前まで） 

休 館 日：月曜日（月曜日が祝・休日の場合、翌平日に休館）、年末年始 

入 館 料：無料（特別の展示会などで料金を徴収する場合あり） 

建 物：鉄筋コンクリート造３階建て。延床面積約 4,700㎡（琴城分校除く） 

収蔵資料数：約 27,000点 

常設展展示数：約 300点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年９月 23日 

所 属 歴史博物館 

所属長 伊元 俊幸 

電 話 06－6489－9801 

尼崎市立歴史博物館 所在地は阪神尼崎駅や尼崎城から徒歩圏内に立地 

 



 

２ 展示概要 

２階の常設展示では、尼崎の原始・古代から近・現代までの

歴史の流れを分かりやすく紹介します。各時代を象徴する実

物の歴史資料や文化財を展示するとともに、訪れた誰もが関

心を持ってもらえるよう復元模型や解説パネルなども活用し

ています。３階の企画展示室では、特定のテーマに基づく特

別展や企画展を開催します。また、３階の地域研究史料室（あ

まがさきアーカイブズ）では、これまで地域研究史料館が担

ってきた公文書館機能を引き継ぎ、歴史的公文書等の閲覧やレファレンスサービスを行います。

（詳細は別紙参照） 

 

 

３ 主な関連事業 

⑴ 報道関係者様向け内覧会 

学芸員による館内案内をはじめ、歴史博物館の基本理念や機能などを説明します。内覧会終了

後、質疑応答を行います。 

日時：10月５日(月)午後１時 30分から３時まで（受付は午後１時から） 

⑵ 記念式典 

市長や教育長らによるテープカット、鏡割りを行います。 

日時：10月９日(金)午前 10時から 10時 30分まで 

場所：歴史博物館 広場 

※式典終了後に、参加者向けの内覧会を開催します。 

⑶ 開館記念展「尼崎藩主三代の軌跡」 

江戸時代に尼崎藩主をつとめた戸田・青山・松平氏の業績を紹介して尼崎藩の役割、藩主の業

績を振り返る展示を行います。江戸時代の尼崎藩は、戸田・青山・松平３氏、12代が藩主になり

ましたが、その間尼崎城築城、城下町建設、海上・陸上交通の監視、朝鮮通信使の接待など重要

な役割を果たすとともに、領内では大きな騒乱もない平和な統治を行いました。本展では尼崎藩

の役割、藩主の業績などから、江戸時代の尼崎について振り返ります。入館無料。 

開催期間：10月 10日から 11月 29日まで（開館時間・休館日は施設概要に準ずる） 

展 示 数：約 80点 

⑷ 開館記念講演会 

  開館を記念し、「落第忍者乱太郎」の作者の尼子騒兵衛さんと、大阪城天守閣館長の北川央さ

んによる対談イベントを開催しますので、ぜひ、講演会の様子を取材ください。なお、ご希望

があれば、終了後に講演者へのインタビュー（囲み取材）の時間を設けます。 

  日時：10月 10日(土)午後３時から４時 30分まで 

  場所：歴史博物館 ３階 講座室 

  

以 上 

火事兜（２階常設展示室（近世）） 



 別紙  

尼崎市立歴史博物館 常設展示 概要 

 

常設展示室１ 原始・古代（約 1万年前～6世紀頃） 

 人々が住み始め、集落づくりや米作りが始まった弥生時代、地域を治めた有力者の古墳が数多

く築かれた古墳時代の尼崎地域を紹介します。 

【主な展示品】 

 ＊イイダコ壺（東園田遺跡出土）／490個もの壺がまとまって出土 

 ＊三角縁神獣鏡（水堂古墳出土）／前方後円墳の木棺内から、鉄槍などとともに出土 

 

常設展示室２ 古代・中世（7世紀～16世紀） 

 土地が南へ広がり、寺社や貴族の荘園が成立した平安時代、港湾都市として発展した鎌倉時代

以降の「尼崎」を紹介します。 

【主な展示品】 

 ＊摂津職河辺郡猪名所地図／猪名荘の初期の姿を伝える貴重な資料（兵庫県指定文化財） 

 ＊浄光寺縁起図［複製］／浄光寺の再興を描いた画幅（原資料は尼崎市指定文化財） 

 

常設展示室３・４ 近世Ⅰ・近世Ⅱ（17世紀頃～19世紀中期） 

 江戸幕府の命により戸田氏鉄が築城した、４層の天守と３重の堀を有する尼崎城や、城の建設

に合わせて整備された城下町の様子、また、歴代藩主ゆかりの品々などを紹介します。 

【主な展示品】 

 ＊尼崎城本丸復元模型／当時の資料から 1/100のスケールで復元した模型 

 ＊摂州河辺郡尼ケ崎城詳図／城を中心に城下を描いた江戸時代初期の平面図 

 ＊伝松平家緋糸威胴丸具足／尼崎藩主松平家の家紋（九曜紋）を施した、格式高い復古鎧 

 

常設展示室５ 近代（19世紀中頃～1945年） 

 幕末から、明治（東西交通の発展により都市化が進む）、大正（同 5 年に「尼崎市」が誕生）。

昭和（初期に臨海工業地帯が形成される）と、発展していく尼崎の様子を紹介します。 

【主な展示品】 

 ＊ディアナ号復元模型／1854年に尼崎沖に停泊したロシア船ディアナ号の復元模型 

 ＊大尼崎鳥瞰図／工業都市として発展しつつある尼崎の昭和 8年（1933）の姿を描いた鳥瞰図 

 

常設展示室６ 現代（1945年～） 

 戦災復興から高度経済成長期を経て発展し、その後、様々な都市課題を解決しながら新たなま

ちづくりを進める尼崎市を紹介します。 

【主な展示品】 

 ＊大防潮堤完成記念 栄える産業博覧会ﾎﾟｽﾀｰ／尼崎センタープールで開催された博覧会ﾎﾟｽﾀｰ 

 ＊仮設住宅北城内案内板／阪神・淡路大震災の被災者用に建設された仮設住宅の案内板 

 

以 上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020.10.10   
          ついに開館！ 

土 

昭和 13（1938）年、旧尼崎市立高等女学校として南城内に建てられた校舎が、 

令和２（2020）年、歴史博物館として新たに生まれ変わりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご来館の皆さまへお願い 
新型コロナウイルス感染拡大防止のために、以下のとおりご協力をお願いします。 

  
＊風邪の症状のある方、体調に不安のある方は、入館をお控えください。 
 
＊入館時は、必ずマスクをご着用ください。 
 
＊入館時の連絡先提供にご協力ください。 
 
＊入館時の検温で 37.5℃以上の発熱が確認された場合は、入館をお断

りします。 
 
＊入館時には、必ず設置の消毒液で手指を消毒してください。 
 
＊館内では、他の来館者と最低 1ｍ（できるだけ 2ｍ）の距離をあけ、静か

にご観覧ください。 
 
＊混雑具合により、入館を制限する場合があります。 

入館無料 

尼崎藩主三代の軌跡 

2020.10.10   ▶ 11.29 土 日 

開館記念展 

 

開館時間／午前９時から午後５時まで （入館は午後４時 30分まで） 

休館日／月曜日（祝日と重なる場合は直後の平日） 

会場／尼崎市立歴史博物館 ３階 企画展示室・展示学習室 

主催／尼崎市教育委員会 

戸田氏 青山氏 松平氏 尼崎藩主三代の軌跡をたどる 

覚岸院様御召御具足（大垣市教育委員会所蔵） 

 

〒660-0825 兵庫県尼崎市南城内 10番地の２ 
TEL 06-6489-9801  FAX 06-6489-9800  
アクセス／阪神尼崎駅南口から南東へ徒歩約 10分 

 

～尼崎市立歴史博物館とは～ 

建物は、昭和 13（1938）年に尼崎市立高等女学校の校舎として建てられた歴史

的建築物で、建設地は尼崎城の本丸跡に当たります。 

市立尼崎高等学校、城内中学校、成良中学校の校舎として歩み、学校統合により

その役割を終えた後は、１階部分のみを文化財収蔵庫として活用してきましたが、平

成 30（2018）年度着工のリニューアル工事により、新たに歴史博物館として生まれ

かわりました。内装は全面的に改修しましたが、当初の色に戻した外壁や、玄関前の

２本の丸柱、八角形窓などが、竣工当初の昭和の面影を伝えます。 

～尼崎市立歴史博物館では～ 

２階の常設展示室では、原始・古代から近・現代までの尼崎の歴史を紹介し、３階の

企画展示室では、特定のテーマに基づく特別展や企画展を開催します。また、３階の地

域研究史料室（あまがさきアーカイブズ）では、これまで地域研究史料館が担ってきた

公文書館機能を引き継ぎ、歴史的公文書等の閲覧やレファレンスサービスを行います。 

また、歴史博物館では、ボランティア活動をさらに発展させ、市民と共にあゆむ博物

館を目指すとともに、子どもたちに地域の歴史や博物館への関心を持ってもらえるよ

う、学校教育と積極的に連携し、子どもたちの初めての博物館体験を大切にした運営を

行います。 

竣工当時の趣を残した１階ホール 

常設展示室 

 

開明庁舎 

明城小学校 

 

 尼崎城 

琴ノ浦高校 中央図書館  
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 当館の感染症対策 

◆職員のマスク着用 ◆職員の健康管理、手洗い、手指消毒の徹底  

◆消毒液の設置 ◆受付に飛沫防止シートを設置  

◆館内清掃・消毒の強化 ◆館内換気の強化 

 


